
















要約:昭和 63 年度(研究最終年)は、(1)小児慢性特定疾患の、特に外来におけるトータルケ

アガイドラインの作成、各専門グループの実施法を患児、家族、医療者側にわけて具体的

に記載し,例え初心者でもトータルケアの実践が可能であり、チームワーク各員の一致した

行動がとれるようにした。(2)身体・精神・社会・倫理・発達モデルによるトータルケアで

遭遇しやすい「対象喪失反応」または「別れにあたっての悲しみの心理過程」の研究を行

ない、その理解の重要性を強調した。 


